
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和４年度学校評価 結果

中間評価 ５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

◎基礎学力の定着と夢
の実現
　（志を高める教育）

○（学校独自成果指標）
◎生徒に確かな基礎学力
を身につけさせ進路実現
１００％を達成する。

・学力向上のために行っている「数学
会」(学び直しの時間)や各種小テストを
定期的に実施し、生徒の基礎学力定着
を図る。
・生徒の「学びをとめない」ために、リ
モート授業の実施に取り組む。
・生徒一人ひとりが自らの将来について
考え、希望する進路が実現できるよう、
生徒・保護者の進路希望を踏まえたうえ
で個々に応じた学習指導や進路相談、
適切な情報を提供する。

Ｂ

・1年生の数学会は計画通り1学期末まで実
施した。各種小テストも計画通り進んでおり、
2学期末まで実施予定。
・出停生徒のオンライン授業についても各担
任、副担任により取り組んでもらっている。
・生徒一人ひとりの進路希望に応じた指導が
できている。ICTを活用した情報提供ができて
いる。就職希望者の現在の内定率99.1%、進
学希望者の合否は12月以降判明する。

Ｂ

・1学期に実施した「数学会」（学び直しの時
間）にて、基礎学力が向上し、授業における
理解度の向上に貢献できた。
・生徒、職員ともリモート授業の実施方法につ
いては習得できている。しかし対面授業に比
べ、リモート授業の学習効果は低い。
・生徒一人ひとりが自らの将来について考
え、希望する進路が実現できるよう、生徒・保
護者の進路希望を踏まえたうえで個々に応じ
た学習指導や進路相談ができた。適切な情
報を提供することができた。

Ｂ

・1年生の基礎学力の定着に向け、多くの先
生方で数学の学習会を実施されている取組
は素晴らしいと思います。先生方が一人一人
の生徒を大切にされていることがわかりまし
た。中学校としてもこのような職員組織となる
よう目指したと思います。
・オンライン授業や見逃し授業の繰り返し学習
などは新しい勉強方法で良いと思います。
・リモート等、これまでと違う形式での授業へ
の対応は大変だったと思う。
・OB、OGから就職等の生の声が聞ける機会
等があれば、将来のビジョンが立てやすくな
る。

教務主任
進路指導主事

●生徒が、自他の生命
を尊重する心、他者へ
の思いやりや社会性、
倫理観や正義感、感動
する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

○規範意識、公共モラル･
マナーの向上、自他の生
命尊重など、人格形成の
一助となることを目指す。
○「地域に愛される学校」
を目指し、地域ボランティ
アへの積極的な参加（年
間合計100名以上）を目指
す。
○ものづくりによる[地域
連携・貢献」を行い、豊か
な心を身に付けることを目
指す。

・規範意識や道徳心の向上のため、本
校独自の取組みである「ヒューマント
レーニング」を年間１３回行い、公共モラ
ルやSNSの問題等に真摯に向き合い、
自ら考えて行動できるようにする。
・部活動を活性化させるため、1年生の
全員入部を促進し部活動による人づくり
を図る。
・「地域連携・貢献」活動に積極的に参
加し他者に対する思いやりの心や社会
性、倫理観や正義感、感動する心など
を醸成させる。

Ｂ

・ヒューマントレーニングは計画通り、年間13
回実施することができた。道徳的価値を含ん
だ様々なテーマについて、生徒たちが多角的
に考え、自己を見つめ直す良い機会となって
いる。
・4月の入部の段階で決定していない1年生に
ついては話をし入部を促した。
・ハイスクールテクノフェスタとして学校紹介と
各科紹介や生徒作品展示と体験コーナーを
展開し、多くの来場者で賑わい、本校の教育
活動をPRするよい機会となった。

Ｂ

・ ヒューマントレーニングを実施し、公共モラ
ルやSNSの問題等に対して、自分の考えに向
き合い、表現することができた。
・・部活動への一年生の入部は4月の時点で
は、全員できた。地域ボランティアにおいては
コロナで中止などが多く100名の達成はできな
かった。 Ｂ

・コロナ禍のなか、工夫と対策を行いながらハ
イスクールテクノフェスタの開催は素晴らしい
と思います。このような活動を通して、生徒達
の心の心も育っていると思います。
・あいさつの励行など、基本的な生活習慣を
身につけることが出来ている思います。
・まず、自分の学校を好きになることは良いこ
とだと思います。
・ネットリテラシー等の視点での教育が必要で
ある。
・部活動での心身の鍛練も必要である。

教務主任
特活主任

生徒指導主事
工務部長
図書主任

●いじめの早期発見、
早期対応体制の充実

○いじめ問題の早期発見
のためのアンケートを年間
５回実施する。
○いじめ問題が発生しな
いための環境づくりと啓発
に取組む。

・ 複数担任によるホームルームやアン
ケートの実施、各学年団による昼休み
の校内巡視などを積極的に行い、生徒
とのコミュニケーションを密にし、いじめ・
暴力行為の防止と早期発見及び迅速な
対応を行い、すべての生徒が安心して
学校生活が送れるようにする。

Ｂ

・いじめ問題の早期発見のためのアンケート
は予定通り実施しており、未然防止と迅速な
対応に役立っている。
・各学年団による昼休みの校内巡視といじめ
問題への対応に関する職員研修を適時実施
し、いじめ問題が発生しないための環境づくり
と啓発に取り組んでいる。

Ｂ

・ 複数担任によるホームルームやアンケート
の実施、各学年団による昼休みの校内巡視
などを積極的に行い、生徒とのコミュニケー
ションを密にし、いじめ・暴力行為の防止と早
期発見及び迅速な対応に努めた。 Ｂ

・いじめの未然防止・早期発見のための取組
が十分なされていると思います。
・最近はネットによるいじめが出てきているの
で対策が必要であると思う。
・相手の立場に立った言動・行動が大切であ
る。
・健やかな成長を期待します。

教育相談担当
生徒指導主事

・生活習慣アンケート（５回実施）及び食に関
する意識調査、健康状況調査を実施し、健康
に関する意識付けに努めた。
・保健だより（毎月発行）や掲示物等を活用
し、健康に関する情報に触れる機会を設け、
心身の健康を保持増進するための態度を
養った。

・担任・部活動の顧問と連携し、異常があれ
ば改善・回復するために努めた。

●業務効率化の推進と
時間外勤務時間の削減

●教育委員会規則に掲げ
る時間外在校等時間の上
限を遵守する。

・定時退勤推進日と月1回の完全退勤
日を設定し、業務量の平準化、ムダの
排除および効率よい業務の遂行をでき
るように意識改革を行う。
・会議時間の設定や資料の事前配付に
より業務の効率化を図る。

Ｂ

・業務量の平準化とムダの排除を行い効率よ
い業務形態に向けて呼びかけを行い、意識
改革の半ばである。
・会議等の議題を精査して、時間短縮を図っ
ているところである。

Ｂ

・ムダの排除及び効率よい業務の遂行につい
ては、朝礼や定例会議を含めた諸会議の改
善を行うことで、意識改革の推進になったと考
える。業務量の平準化については、全体的に
実践できていない。

Ｂ

・業務改善と職員の意識改革は喫緊の課題
だと思います。先生方の超勤の実態（月平均
の超過時間）を示していただけるとありがたい
です。
・これからも業務の効率化、平準化を推進お
願いします。

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別活動

○部活動による人づくり ○部活動入部率９０％を
目指す。
〇部室等の公共施設の利
用を通し、マナーモラルの
向上を身につける。

・集会、個人面談等を利用し部活動の
教育的効果、人格形成に対する効果等
を説明し入部を督励する。
・部室点検を行い、部室の整理整頓を
頻繁に行う。

Ｂ

・部活動編成の際には未入部者を集め説明
をした。特に事情がない生徒には入部を前向
きに考えるよう指導した。
・定期考査ごとの掃除を部顧問にお願いし
た。総体後の部員数の変動に伴い、部室の
割り当ても変更した。

Ｂ

・部活動入部率は８５％であった。一年生に
至っては９９％であることを考えると継続につ
いても考える必要が今後あると思う。
・定期考査ごとに部室掃除をすすめている
が、各部ごとに徹底できていないとこもあっ
た。

Ｂ

・各部活動での結果も残されていると思いま
す。部活動入部率を示していただけるとあり
がたいです。（数値目標加入率９０％）
・対外試合や大会への参加、他校との交流を
増やすことによりモチベーションやスキルの向
上に繋がると思います。

特活主任

★地域連携活動

○地域活動への協力・
協働・参加
○相互間の信頼関係の
構築

○唐津地区のイベント等
に可能な限り、参加・協力
する。

・イベント等に参加・協力するうえで、日
頃の学習成果を試す場とし、生徒たちの
達成感と自己肯定感を高める。

Ｂ

・これまでのイベント等に積極的に参加を行
い、生徒の体験が増えて、地域活動の協力と
協働が出来ている。

Ａ

・各科の協力と生徒へのご指導により、各イ
ベントに参加や学習成果を発揮出来た。今
後、生徒達の達成感や自己肯定感を、更に
広く深く深める必要があると考える。

Ｂ

・市役所に設置された２０２４国スポのカウント
ダウンボードの取組は素晴らしいと思います。
併せて、本校駐輪場のタイヤ止めの設置に向
けて計画を進めていただいけていることに大
変感謝しています。
・コロナの感染状況により、なかなか体験活
動が出来ない状況の中で、努力をされていま
す。
・地域との交流を増やすことで、より学校を身
近に感じてもらえると思う。

管理職

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

Ｂ

・生活習慣アンケートは予定通り実施し健康
に関する意識付けを行っているところである。
・保健だよりを定期的に発行し健康や感染症
について見直す機会を設けている。
・新型コロナウイルス感染症については教室
の対角線の窓を開けるなど対策を行いながら
拡大しないように努めている。

●業務改善・教職
員の働き方改革
の推進

５ 総合評価・
  次年度への展
望

・コロナ禍がつづく中で、ICT機器を積極的に活用しする機会が増え、オンラインによる集会や講演会・授業がスムーズに実施できた。次年度は、さらに効率的により良い教育効果を得られるように実践に励みたい。
・「数学会」等による基礎学力の取り組みは一定の効果を得られており、引き続き、次年度も取り組みたい。
・地域貢献及び連携は、コロナ禍においても創意工夫し積極的に取り組めた。今後も一層貢献・連携し地域から信頼される学校を更に築き上げていきたい。
・生徒指導は、各科と各学年の連携を密にしながら全職員で情熱を持って指導に当たることにより、生活全般における規範意識の醸成に取り組んだ。学校独自の取り組みである、ヒューマントレーニングの教育的効果は道徳心の育成やマナーの醸成に繋がっ
ており、さらなる向上を目指し実践し続けたい。
・本校において部活動とものづくりの教育的効果は大きなものがある。生徒の人間力醸成のため引き続き取り組んでいきたい。
・校内の環境美化を徹底し、整理整頓を心掛けさせることで落ち着いた学習環境をつくり出していきたい。

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

●心の教育

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

４ 重点取組内容・成果指標                          

主な担当者

●学力の向上

Ｂ 保健厚生主事

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立唐津工業高等学校

１ 前年度
  評価結果の概
要

・コロナ禍により予測不能な学習環境の中、ICT機器を積極的に活用しオンラインによる集会や講演会・授業を積極的に行った。次年度は、さらに効率的により良い教育効果を得られるように実践に励みたい。
・「数学会」等による基礎学力の定着の取り組みは一定の効果を得られている。引き続き、生徒の学習意欲や授業に対する興味・関心を高める授業に取り組みたい。
・地域貢献・連携は、コロナ禍においても創意工夫し積極的に取り組めた。今後も一層貢献・連携し地域から信頼される学校を更に築き上げていきたい。
・生徒指導は、各科と各学年の連携を密にしながら全職員で情熱を持って指導に当たることにより、生活全般における規範意識の醸成に取り組んだ。学校独自の取り組みである、ヒューマントレーニングの教育的効果は道徳心の育成やマナーの醸成に繋がっており、さらなる
向上を目指し実践し続けたい。
・本校において部活動とものづくりの教育的効果は大きなものがある。生徒の人間力醸成のため引き続き、高い目標をもって取り組んでいきたい。

●健康・体つくり

●望ましい食習慣と食
の自己管理能力の育成
〇自らの健康に気を付
け、問題を改善しようと
する態度や実践力の育
成

●「健康に食事は大切で
ある」と考える生徒90％以
上
○朝食をとって登校する
生徒80％以上
○健康診断後の受診率の
向上を図る。（受診率30％
以上を目指す）
〇インフルエンザ等の感
染症による学級閉鎖「０」。
〇新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症
のｸﾗｽﾀｰ発生「０」。

・生活習慣アンケート及び食に関する意
識調査、健康状況調査を実施し、健康
に関する意識付けを行う。
・保健だよりや掲示物等を活用し、健康
に関する情報に触れる機会を設け、心
身の健康を保持増進するための態度を
養う。
・担任・部活動の顧問と連携し、異常が
あれば改善・回復するための行動が取
れるようにする。

Ｂ

・生活習慣アンケートの結果、「健康に食事は
大切である」と考える生徒の実態を示してい
ただけるとありがたいです。（数値目標加入率
９０％）
・新型コロナ感染症対策も含めて、きめ細や
かな対策を講じていると思います。
・コロナ禍で伝染病の恐ろしさ、対策の仕方な
どの健康意識が高まったのでは。

２ 学校教育目標

 ２１世紀を担う心身ともに健康でたくましく知徳体の調和のとれた視野の広い工業や社会の発展に貢献できる人材を育成する
  ☆「起（た）て」「察（み）よ」「邁（ゆ）け」を礎とした自立型人間の育成
（学校経営ビジョン）
 「ものづくりによる人づくり」「部活動による人づくり」を柱として生徒が入学して良かった、保護者が入学させて良かったと思う学校づくり

３ 本年度の重点目標
① 全ての生徒が安心して学習ができ安全に生活できる学校     ④ 生徒に夢を持たせ夢を育み夢の実現に向けて歩ませ全力でサポートする学校
② 地域に根ざし保護者や地域との協力連携を深め信頼される学校  ⑤ 必要な常識・規範意識・道徳心・基礎的な知識・技術を身につけさせる学校
③ 生徒は真剣な態度で授業を受け教師はわかる授業を実践する学校


